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論 文 審 査 結 束 の 要 旨  
本研究はRasas＄OCiation（RalGDS／AF・6）domainfamilymemberl（点A助遺   
伝子における一塩基多型と肺癌の発症リスクとの関係を検討したものである。肺癌、   
頭頚部癌、大腸癌、食道癌と健常人群の遺伝子型をPCR・RFLP法で検索し、その   
遺伝子型分布を基に分子疫学的対照研究を施行した。その結果、健常人群と比較し   
て肺癌患者群ではAla／Ser型の頻度の有意な上昇が認められた。特に肺腺癌ではオ   
ッズ比が高く、肺扁平上皮癌及びその他の癌ではこのような有意なオッズ比上昇は   
認められなかった。この結果、特に肺腺癌では虎A鋭毀り遺伝子のSNP仏1a133Ser）   
の遺伝子型分布と発症リスクとの関連が示された。  
実験の目的、手法、結果とその解釈とも適切になされており、肺腺癌の発症リ   
スクについて重要な知見を得たものと評価される。   
よって、本研究者は博士（医学）の学位を得る資格があると認める。   
